
令 和 ７ 年 １ ０ 月 ２ ３ 日

中部地方整備局 名古屋国道事務所

記 者 発 表 資 料

名古屋国道事務所では、災害時における緊急輸送道路の確保、安全で快適な歩行

空間の確保を目的とした電線共同溝の整備等による無電柱化を推進しています。

11 月 10 日の無電柱化の日にあわせ、岡崎市役所において、無電柱化の目的や内

容、岡崎市内等で実施した無電柱化工事の整備前後の比較を紹介した、無電柱化推

進のパネル展を実施します。

◆資 料 別 紙  パネル展の一部紹介、昨年度の展示の様子

開催日時 展示場所

８時３０分～１７時１５分

岡崎市役所

  
西庁舎

1階市政情報コーナー

東庁舎

1階総合案内横

発表記者クラブ

岡崎市政記者会、岡崎新聞記者会

問い合わせ先

国土交通省中部地方整備局 名古屋国道事務所

副所長       竹内 秋広 （たけうち  　あきひろ）

総括保全対策官 堀本 広男 （ほりもと　ひろお）

電話：０５２－８５３－７３２３（直通）

11月 10 日は「無電柱化の日」

～「岡崎市役所」にて無電柱化推進のパネル展を開催～

※無電柱化の日とは

平成２８年１２月に成立した「無電柱化の推進に関する法律」において、国民の間に広く無電

柱化の重要性と関心を深めるようにするため、１１月１０日を無電柱化の日と位置付け、国及び

地方公共団体は、その趣旨にふさわしい行事が実施されるよう努めることとされています。

「１」を並ぶ電柱に見立て、それを「０」にするという意味で１１月１０日としています。

めいこくWEB X めいこくチャンネル 名国Facebook 道路緊急ダイヤル#9910

令和７年　１０月２７日（月）～１１月１４日（金）



地震や台風などの災害時に、電柱が倒れて道路が塞がれると、
避難や救助活動が遅れたり、電力線や通信線が切断される恐れがあります。
無電柱化はそのようなリスクを軽減し、災害に強く安心して暮らせるまちづくりに貢献します。

歩行空間を整備することで、
歩行者の安全と快適性が向上します。

都市災害の防止

歩行空間の確保
道路に沿って連なる電柱や電線類は、景観を阻害する大きな要因となっています。
無電柱化は、景観が持つ本来の魅力をより鮮明にして、都市の魅力向上に貢献します。

都市景観の向上

【平成30年9月 台風第21号 大阪府泉南市（市道：樽井大苗代新家線）】
大阪府を中心に1,000本以上の電柱が倒壊 ※国土交通省調べ

【令和元年9月 台風第15号 千葉県館山市（県道：館山富浦線）】
千葉県を中心に約2,000本の電柱が倒壊 ※国土交通省調べ

消防本部
整備前 整備後イメージ

整備前 整備後イメージ

岡崎市朝日町西歩道橋付近

岡崎市市役所南西交差点付近 豊田市陣中町1丁目南交差点付近

無電柱化
の効果



展 示 場 所 の 案 内

西庁舎
１階市政情報コーナー

東庁舎
１階総合案内横
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